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この講義のポイント

• インバータにおけるPWM信号の生成
• 正弦波PWM

• ユニポーラ（指令信号1つ）
• バイポーラ（指令信号2つ）

• インバータの動作モード（ユニポーラ）
• インバータの動作モード（バイポーラ）
• 3相インバータのPWM
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PWM信号の生成回路（復習）
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インバータの正弦波PWM制御
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搬送波と正弦波信号の比較からPWM信号を生成

インバータ
直流
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（正弦波）

交流出力

• 直流電源は電力の入力
• 指令信号は信号の入力
• 指令信号の周波数や振幅に指令信号の周波数や振幅に指令信号の周波数や振幅に指令信号の周波数や振幅に
応じて交流出力は変化する応じて交流出力は変化する応じて交流出力は変化する応じて交流出力は変化する
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正弦波PWM制御（バイポーラ）
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半周期分の拡大波形動作波形

• 指令信号（正弦波）は1つ
• vABのパルス幅は指令信号vrefに対応して変化
• 出力電圧vABは E（両極性）、電流リプルが比較的大きい



6

正弦波PWM制御（バイポーラ）の動作モード
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半周期分の拡大波形
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正弦波PWM制御（ユニポーラ）

半周期分の拡大波形動作波形

• 指令信号（正弦波）は2つ
• vABのパルス幅は指令信号vrefに対応して変化
• 半周期のvABは単極性（0~πでは0およびE）、電流リプルが小さい
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8半周期分の拡大波形

正弦波PWM制御（ユニポーラ）の動作モード
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3相インバータのPWM信号生成

半周期分の拡大波形動作波形

3つの相（a~c）に対して基本周波数の1/3の位相差を持つ指令信号を用いる
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